
　

編
集
部
か
ら
推
薦
で
き
る
本
三
点
を

挙
げ
て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
を
受
け

た
。中
国
関
係
書
は
溢
れ
る
ほ
ど
あ
り
、

選
書
基
準
を
決
め
な
い
か
ぎ
り
選
べ
な

い
。
そ
こ
で
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
中

国
経
済
研
究
の
場
が
与
え
ら
れ
て
以

後
、
今
日
ま
で
に
問
題
設
定
や
論
証
の

や
り
方
で
筆
者
が
圧
倒
さ
れ
た
本
を
基

準
に
選
ん
で
み
た
。
小
説
や
歴
史
書
で

も
よ
い
と
い
う
の
で
若
干
範
囲
を
拡
げ

た
。

一
． 

石
川
滋
『
中
国
に
お
け
る
資

本
蓄
積
機
構
』（
岩
波
書
店
、

一
九
六
〇
年
）

　

こ
の
本
は
筆
者
が
中
国
研
究
を
始
め

た
一
九
六
〇
年
に
出
版
さ
れ
、
日
経
出

版
賞
を
え
た
著
作
で
あ
る
。
研
究
と
は

こ
う
い
う
方
法
と
順
序
で
行
う
も
の
だ

と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
研
究
は

問
題
の
設
定
（
仮
説
）、
そ
れ
を
組
み

立
て
る
方
法
論
、
そ
れ
に
従
っ
て
行
う

論
証
の
た
め
の
資
料
の
収
集
、
選
択
、

加
工
の
三
過
程
を
経
る
。
こ
の
本
は
一

九
五
三
〜
五
七
年
の
第
一
次
五
カ
年
計

画
期
を
研
究
対
象
と
し
、
そ
の
計
画
は

重
工
業
優
先
政
策
で
あ
っ
た
。
こ
の
政

策
が
ど
の
程
度
の
国
民
経
済
の
成
長
率

を
実
現
す
る
か
を
実
証
し
た
研
究
で
あ

る
。
当
時
は
国
民
経
済
の
体
系
的
諸
統

計
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
最
も
基
礎
と

な
る
人
口
数
さ
え
一
九
五
三
年
に
セ
ン

サ
ス
が
実
施
さ
れ
、
集
計
に
二
年
か
け

て
い
る
。
ま
し
て
や
国
民
経
済
計
算
の

諸
統
計
（
例
え
ば
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
そ
の
構
成

要
素
）
は
工
農
生
産
総
額
以
外
に
は
な

か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
況
下
で
石
川
教
授
は

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
・
ド
ー
マ
ー
の
成
長
モ

デ
ル
を
用
い
、
生
産
財
（
重
工
業
）
へ

の
投
資
率
が
高
い
ほ
ど
国
民
経
済
の
成

長
率
が
高
く
な
る
こ
と
、
短
期
に
は
民

の
消
費
の
向
上
は
見
込
ま
れ
な
い
が
中

期
的
に
は
向
上
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
石
川
教
授
の
新
し
い
視
点
は
高

い
投
資
率
は
必
ず
制
約
が
働
き
、
生
存

水
準
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
消
費
を
下
げ
る
可

能
性
が
発
生
す
る
と
い
う
制
約
条
件
を

モ
デ
ル
の
中
に
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
点
の
論
点
を
ど
の
よ
う
に
統
計

的
に
実
証
し
た
か
。
前
者
に
つ
い
て
は

ア
メ
リ
カ
の
ソ
連
研
究
か
ら
中
国
の
投

資
率
の
評
価
を
行
い
、
後
者
に
つ
い
て

は
イ
ン
ド
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
統
計

か
ら
、
断
片
的
局
地
的
に
あ
る
中
国
の

消
費
水
準
を
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
国
際

比
較
と
中
国
の
断
片
的
資
料
の
評
価
の

作
業
は
極
め
てtim

e consum
ing

な

努
力
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

当
時
の
日
本
の
中
国
経
済
研
究
は
共

産
党
の
決
議
や
指
示
の
解
説
に
終
始
し

て
い
た
。
要
す
る
に
左
か
ら
右
へ
翻
訳

す
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
初
め
て

の
マ
ク
ロ
経
済
理
論
に
よ
る
分
析
で
あ

る
。

二
． 

安
藤
正
士
『
現
代
中
国
年
表

（
一
九
四
一
〜
二
〇
〇
八
）』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）

　

こ
の
本
は
石
川
教
授
の
本
と
同
様
、

重
厚
な
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
著
作
で
あ

る
。
一
九
八
〇
年
代
以
後
中
国
は
過
去

の
秘
匿
し
て
い
た
膨
大
な
資
料
を
出
版

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
資
料
の
海

か
ら
諸
事
項
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
石
川
教
授
の
先
述
の
書
の
情
況

と
全
く
逆
と
な
っ
た
。
こ
の
取
捨
選
択

に
は
著
者
の
歴
史
観
が
必
須
で
あ
る
。

そ
れ
は
以
下
の
三
つ
に
集
約
で
き
る
。

　

第
一
、
一
九
四
九
年
以
前
中
国
の
各

勢
力
の
指
導
者
が
解
放
と
完
全
独
立
を

達
成
す
る
た
め
に
、「
世
界
情
勢
、
国

際
関
係
に
大
き
な
影
響
を
う
け
る
と
同

時
に
、
ま
た
世
界
情
勢
、
国
際
関
係
の

中
に
自
己
に
有
利
な
条
件
を
見
出
し
て

積
極
的
に
主
体
的
に
対
応
す
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
い
う
認
識
に
立
脚
し
、
年

表
の
起
点
を
一
九
四
一
年
に
据
え
た
。

こ
の
視
点
か
ら
国
民
党
、
第
三
勢
力
の

動
き
を
包
摂
し
て
諸
事
項
を
選
択
し
て

い
る
。

　

第
二
、
中
国
共
産
党
の
革
命
の
思
想

は
基
本
的
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
、
階

級
闘
争
史
観
は
従
で
あ
る
と
い
う
視
角

で
あ
る
。
国
家
の
形
成
は
領
土
と
確
定

と
そ
の
保
全
お
よ
び
こ
れ
を
守
り
抜
く

権
力
機
構
（
軍
隊
）
の
育
成
に
あ
る
。

従
っ
て
領
土
の
確
定
行
為
や
チ
ベ
ッ
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ト
、
新
疆
な
ど
の
囲
い
込
み
、
香
港
、

マ
カ
オ
、
台
湾
の
回
収
が
最
優
先
に
さ

れ
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
諸
事
項

が
多
く
選
択
さ
れ
て
い
る
。
他
国
の
民

族
解
放
支
持
の
声
明
な
ど
が
し
ば
し
ば

こ
の
国
益
と
衝
突
す
る
と
き
は
、
後
景

に
追
い
や
ら
れ
る
軌
跡
が
読
み
取
れ

る
。そ
の
典
型
例
が
中
越
関
係
で
あ
る
。

　

第
三
、国
内
政
治
に
つ
い
て
は
国
家
・

党
・
軍
の
組
織
や
制
度
に
最
も
力
を
入

れ
て
、
事
項
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
権
力
機
構
そ
の
も
の
で
、
こ
の
変

遷
を
追
う
こ
と
で
国
家
や
軍
の
権
力
機

構
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
視
点
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
権
力
機
構
を
維
持
発
展
さ

せ
る
基
盤
は
言
う
ま
で
も
な
く
経
済
力

で
あ
る
。
中
央
官
庁
の
軍
事
産
業
管
理

機
構
の
変
遷
事
項
を
追
う
だ
け
で
経
済

計
画
の
優
先
順
位
が
軍
事
産
業
の
育
成

に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
四
〇
〇

〇
万
人
余
と
言
わ
れ
る
餓
死
者
を
出
し

な
が
ら
、
ま
た
「
一
〇
年
の
動
乱
」
と

い
わ
れ
る
文
化
大
革
命
中
も
毎
年
核
実

験
を
継
続
し
た
り
、
宇
宙
開
発
で
最
初

打
ち
上
げ
ら
れ
た
人
工
衛
星
は
他
国
の

衛
星
を
打
ち
落
と
す
も
の
で
あ
っ
た
り
、

さ
ら
に
最
近
の
資
源
輸
入
ル
ー
ト
を
確

保
す
る
海
軍
力
の
強
化
の
事
項
を
取
り

出
し
て
み
る
と
、
そ
の
権
力
の
性
格
を

充
分
に
利
用
者
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

　

図
書
館
学
か
ら
言
え
ば
、
年
表
は
工

具
の
部
類
に
分
類
さ
れ
る
。
一
般
辞
書

は
不
明
な
語
句
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
白
川
静
教
授
の
三

大
辞
典
（『
字
通
』、『
字
訓
』、『
字
統
』

平
凡
社
）は
熟
読
す
べ
き
辞
典
で
あ
る
。

同
様
に
、
こ
の
安
藤
教
授
の
年
表
は
味

読
す
べ
き
年
表
で
あ
り
、
研
究
者
で
あ

れ
ば
座
右
の
書
と
し
て
机
の
上
に
置
き

た
い
著
作
で
あ
る
。

三
． 

司
馬
遼
太
郎『
菜
の
花
の
沖
』

（
文
藝
春
秋
社
、
全
六
巻
、

二
〇
〇
〇
年
）、
ジ
ョ
ゼ
フ
・

ニ
ー
ダ
ム
著
、
東
畑
精
一
・

藪
内
清
監
修
『
中
国
の
科
学

と
文
明
』（
思
索
社
、

一
九
七
九
年
）
全
一
一
巻
の

う
ち
、
第
一
〇
巻
『
土
木
工

学
』、
塩
野
七
生
『
ロ
ー
マ

人
の
物
語
』（
新
潮
社
）、
第

一
五
巻
の
う
ち
、
第
一
〇
巻

『
す
べ
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に

通
ず
』

　

こ
の
三
冊
は
商
品
経
済
の
拡
大
、
そ

れ
を
支
え
る
水
運
、
道
路
、
情
報
網
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
新
し
い
国
家
の
形
成

や
文
明
の
形
成
の
基
礎
を
与
え
た
こ
と

を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
中
国
は
一
九
七

〇
年
代
末
ま
で
対
外
的
に
は
鎖
国
政
策

を
と
り
、
国
内
で
は
各
行
政
区
相
互
間

の
人
と
財
の
移
動
を
ほ
ぼ
禁
止
し
て
い

た
。
そ
れ
を
一
九
八
〇
年
か
ら
改
革
開

放
政
策
を
採
用
し
、
大
転
換
し
た
。
こ

の
大
転
換
を
可
能
に
し
た
要
因
の
ひ
と

つ
に
国
内
の
行
政
区
相
互
間
で「
違
法
」

な
人
と
物
の
移
動
が
進
行
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
た
て
て
い

た
と
き
、
司
馬
の
著
書
を
読
む
機
会
に

恵
ま
れ
た
。
中
国
の
一
九
七
〇
年
代
末

ま
で
の
鎖
国
状
態
は
日
本
で
言
え
ば
徳

川
幕
府
の
鎖
国
と
三
〇
〇
余
の
各
藩
間

の
移
動
の
禁
止
政
策
に
相
当
す
る
。
こ

の
小
説
は
高
田
屋
嘉
兵
衛
を
主
人
公

に
、
大
阪
京
都
経
済
圏
の
物
品
を
北
海

道
の
物
産
（
ニ
シ
ン
や
コ
ン
ブ
）
と
を

北
廻
船
で
運
ん
だ
物
語
で
あ
る
。
江
戸

経
済
史
の
本
と
言
っ
て
よ
い
。
嘉
兵
衛

は
千
島
航
路
を
も
開
拓
す
る
が
、
そ
こ

で
帝
政
ロ
シ
ア
の
軍
隊
と
遭
遇
し
、
幕

府
中
枢
は
大
い
に
動
揺
す
る
。
鎖
国
が

北
か
ら
風
穴
を
あ
け
る
こ
と
に
な
る
。

歴
史
の
転
換
に
こ
の
水
運
の
拡
大
が
関

与
し
た
。
あ
と
の
二
著
作
は
道
路
網
が

古
代
文
明
の
形
成
を
支
え
た
こ
と
を
知

ら
し
め
る
本
で
あ
る
。
秦
か
ら
後
漢
ま

で
の
ほ
ぼ
四
〇
〇
年
の
古
代
文
明
は
長

安
を
起
点
と
し
て
東
西
南
北
に
伸
び
る

軍
用
道
路
に
よ
り
、
統
一
と
帝
国
の
形

成
が
な
っ
た
。
塩
野
氏
が
描
く
ロ
ー
マ

を
起
点
と
す
る
地
中
海
の
沿
岸
部
を
一

周
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
中
東
欧
に
至

る
大
道
路
網
こ
そ
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
基

礎
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

　

昨
今
の
中
国
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
を
見

て
い
る
と
驚
嘆
の
一
語
に
尽
き
る
。
高

速
道
路
網
、新
幹
線
網
、光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
、
内
水
面
を
含

む
港
湾
設
備
な
ど
、
倍
々
ゲ
ー
ム
で
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
領
土
内
の
治
安

問
題
を
解
決
せ
ん
と
す
る
軍
事
的
色
彩

を
含
ん
で
、
ニ
ー
ダ
ム
と
塩
野
氏
の
著

作
は
将
来
の
中
国
の
姿
を
考
え
る
う
え

で
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

以
上
、
五
点
に
は
研
究
の
視
点
、
方

法
論
、
検
証
の
や
り
方
な
ど
の
面
で
圧

倒
さ
れ
る
。
歴
史
観
や
視
点
の
壮
観
さ

に
つ
い
て
は
言
う
に
及
ば
ず
、
そ
れ
を

検
証
、
論
証
し
て
い
く
資
料
の
収
集
、

選
択
、
加
工
の
忍
耐
強
さ
と
あ
く
な
き

努
力
に
敬
服
す
る
し
か
な
い
。「
こ
り
ゃ

か
な
わ
ん
」と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。

司
馬
氏
の
『
坂
の
上
の
雲
』
に
姓
と
名
、

さ
ら
に
生
年
月
日
、
死
亡
時
ま
で
付
さ

れ
て
登
場
す
る
人
は
一
〇
〇
〇
人
を
超

え
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
倍
以
上
の
人
を

調
べ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
塩
野
氏
は

あ
と
が
き
で
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
つ
い
て

の
研
究
は
浜
の
真
砂
の
よ
う
に
多
い
。

し
か
し
「
た
っ
た
一
度
の
人
生
を
、
他

人
の
業
績
を
拾
い
歩
く
作
業
に
費
や
す

気
持
ち
に
は
な
ら
な
い
」
と
結
ん
で
お

ら
れ
る
が
、
己
の
歴
史
観
を
描
写
し
尽

く
し
た
う
え
の
実
感
で
あ
ろ
う
。
読
後

に
あ
る
の
は
や
は
り「
か
な
わ
ん
な
あ
」

と
い
う
嘆
息
で
あ
る
。

（
こ
じ
ま　

れ
い
い
つ
／
大
東
文
化
大
学

名
誉
教
授
﹇
中
国
経
済
論
﹈）
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